
MoboGothic / MogaGothic / MogaMincho

MoboGothic / MogaGothic / MogaMinchoは、IPA Font / M+ 
FONTS OUTLINEをベースにしたTrueType和文フォントです。JIS 
X 0213:2004の第3～4水準までの総てを実装し、JIS X 
0208:1990にも切り替え可能な本格派です。

OpenTypeの字形切り替え機能(OpenType Feature 
Tag)、Unicodeの異体字切り替えIVS(Ideographic Variation 
Selector)に対応しており、切り替えできるグリフと拡張B領域の漢
字（Unicode U+20000以降）を外字領域にも収録しています。

３種類のバリエーションから選んで頂けます。
--- MoboExGothic

「
モ
ボ
ゴ
シ
ッ
ク
」
は
、
Ｍ
＋ 

Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｓ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
Ｉ
Ｐ

Ａ
ゴ
シ
ッ
ク
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
、
ウ
エ
イ
ト
や
位
置
合
わ
せ
、
お
よ

び
調
整
を
行
っ
た
も
の
で
す
。JIS2004/JIS90

の
別
、
等
幅
・
半
角

の
み
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
、Regular/Bold

の
別
、
計
８
種
類
を
自
由

に
使
い
分
け
ら
れ
ま
す
。

M
oboExG

othic

「
モ
ガ
ゴ
シ
ッ
ク
」
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
ゴ
シ
ッ
ク
を
ベ
ー
ス
に
、
調
整
を
行
っ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
も
８
種
類
の
フ
ォ
ン
ト
を
自
由
に
使
い
分
け
ら
れ
ま

す
。

M
ogaExG

othic

「
モ
ガ
明
朝
」
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
明
朝
を
ベ
ー
ス
に
、
調
整
を
行
っ
た
も
の
で

す
。
こ
れ
も
８
種
類
の
フ
ォ
ン
ト
を
自
由
に
使
い
分
け
ら
れ
ま
す
。

M
ogaE

xM
incho



あア愛
MoboExGothic 　木曾路はすべて山の中

である。あるところは岨

　木曾路はすべて山の中である。ある
ところは岨づたいに行く崖の道であ
り、あるところは数十間の深さに臨むあいうえお　アイウエオ

かきくけこ　カキクケコ
さしすせそ　サシスセソ
たちつてと　タチツテト
なにぬねの　ナニヌネノ

安以宇衣於　
加幾久計己　
左之寸世曽　
太知川天止　
奈仁奴禰乃　
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０１２３４５６７８９，

　木曾路はすべて山の中である。あるところは岨
づたいに行く崖の道であり、あるところは数十間
の深さに臨む木曾川の岸であり、あるところは山
の尾をめぐる谷の入り口である。一筋の街道はこ

　木曾路はすべて山の中である。あるところは岨づたい
に行く崖の道であり、あるところは数十間の深さに臨む
木曾川の岸であり、あるところは山の尾をめぐる谷の入
り口である。一筋の街道はこの深い森林地帯を貫いてい
た。

　木曾路はすべて山の中である。あるところは岨づたいに行く崖の
道であり、あるところは数十間の深さに臨む木曾川の岸であり、あ
るところは山の尾をめぐる谷の入り口である。一筋の街道はこの深
い森林地帯を貫いていた。
　東ざかいの桜沢から、西の十曲峠まで、木曾十一宿はこの街道に
添うて、二十二里余にわたる長い谿谷の間に散在していた。道路の

　
木
曾
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
。
あ

る
と
こ
ろ
は
岨
づ
た
い
に
行
く
崖
の
道
で

あ
り
、
あ
る
と
こ
ろ
は
数
十
間
の
深
さ
に

臨
む
木
曾
川
の
岸
で
あ
り
、
あ
る
と
こ
ろ

は
山
の
尾
を
め
ぐ
る
谷
の
入
り
口
で
あ

る
。
一
筋
の
街
道
は
こ
の
深
い
森
林
地
帯

を
貫
い
て
い
た
。

　
東
ざ
か
い
の
桜
沢
か
ら
、
西
の
十
曲
峠

ま
で
、
木
曾
十
一
宿
は
こ
の
街
道
に
添
う

て
、
二
十
二
里
余
に
わ
た
る
長
い
谿
谷
の

間
に
散
在
し
て
い
た
。
道
路
の
位
置
も
幾

た
び
か
改
ま
っ
た
も
の
で
、
古
道
は
い
つ

の
ま
に
か
深
い
山
間
に
埋
も
れ
た
。
名
高

い
桟
も
、
蔦
の
か
ず
ら
を
頼
み
に
し
た
よ

う
な
危
い
場
処
で
は
な
く
な
っ
て
、
徳
川

時
代
の
末
に
は
す
で
に
渡
る
こ
と
の
で
き

る
橋
で
あ
っ
た
。
新
規
に
新
規
に
と
で
き

た
道
は
だ
ん
だ
ん
谷
の
下
の
方
の
位
置
へ

と
降
っ
て
来
た
。
道
の
狭
い
と
こ
ろ
に

は
、
木
を
伐
っ
て
並
べ
、
藤
づ
る
で
か
ら

め
、
そ
れ
で
街
道
の
狭
い
の
を
補
っ
た
。

長
い
間
に
こ
の
木
曾
路
に
起
こ
っ
て
来
た

変
化
は
、
い
く
ら
か
ず
つ
で
も
嶮
岨
な
山

坂
の
多
い
と
こ
ろ
を
歩
き
よ
く
し
た
。
そ

の
か
わ
り
、
大
雨
ご
と
に
や
っ
て
来
る
河

水
の
氾
濫
が
旅
行
を
困
難
に
す
る
。
そ
の

た
び
に
旅
人
は
最
寄
り
最
寄
り
の
宿
場
に
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、
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曲
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街
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、
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谿
谷
の
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し
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路
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た
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道
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木
曾
路
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す
べ
て
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あ
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。
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る
と
こ
ろ
は
岨
づ
た
い
に
行
く
崖
の
道
で

あ
り
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る
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こ
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は
数
十
間
の
深
さ
に

臨
む
木
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で
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り
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る
と
こ
ろ

は
山
の
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を
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ぐ
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入
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筋
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東
ざ
か
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沢
か
ら
、
西
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十
曲
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ま
で
、
木
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十
一
宿
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の
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添
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、
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十
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余
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長
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谿
谷
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間
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っ
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、
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川

時
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渡
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た
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道
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こ
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で
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の
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い
の
を
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っ
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